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容
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- 夏の場所 -- 夏の場所 -

　郷土が誇る　郷土が誇る自然を学ぶ自然を学ぶ

９９月号月号

№№777777

令和８年令和８年

広報広報

=「Ｂ＆Ｇ自然体験プログラム」（８月６日・積丹町Ｂ＆Ｇ海洋センター）==「Ｂ＆Ｇ自然体験プログラム」（８月６日・積丹町Ｂ＆Ｇ海洋センター）=

● 特集 町の「お財布」事情をみんなで考える２０２６● 特集 町の「お財布」事情をみんなで考える２０２６

● 「積丹支署野塚分遣所」から「消防第５分団」へ● 「積丹支署野塚分遣所」から「消防第５分団」へ

● Ｂ＆Ｇ海洋センターでつくる積丹っ子夏休みの思い出● Ｂ＆Ｇ海洋センターでつくる積丹っ子夏休みの思い出

● 令和８年第４回議会臨時会● 令和８年第４回議会臨時会
うにどんうにどん

(一社 )積丹観光協会(一社 )積丹観光協会

町制施行 70 周年町制施行 70 周年
令和８年令和８年はは



（注）これらの経費は、観光振興に関連する町のすべての支出ではありません。

美化清掃

７０．４％

海岸漂着物

１２．６％

光熱水費

１１．３％

その他

５．７％

主な経費 美化清掃費 漂着物処理費 光熱水費 その他 合計

令和５年度 １１，０６４ ２，２７１ １，９６７ １，８０７ １７，１０８

令和６年度 １２，１５３ ２，５９２ ２，２９３ １，６８８ １８，７２５

令和７年度 １３，７３４ ２，４６３ ２，２０８ １，１１５ １９，５１９

（単位：千円）

　　 特集　　 特集
　　　　No. ５No. ５

町町ま
ち
ま
ち

のの
「「

お
財
布

お
財
布
」」

事
情
を

事
情
を

み
ん
な
で
考
え
る　
　
　

み
ん
な
で
考
え
る　
　
　

観
光
産
業
を
支
え
る

観
光
産
業
を
支
え
る

環
境
維
持
費
の
実
態
を
知
ろ
う

環
境
維
持
費
の
実
態
を
知
ろ
う 

　

今
月
は
、
町ま

ち

の
基
幹
産
業
を
支
え
る
観
光
客
の
入
込
数
と
、
観
光
地

の
き
れ
い
な
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
費
の
実
態
を
お
伝
え
し
ま
す
。

～ １００万人を迎える観光地 積丹　～ １００万人を迎える観光地 積丹　
美しい自然と観光環境を守り続けるために ～美しい自然と観光環境を守り続けるために ～

　昭和 38 年ニセコ・積丹・小樽海岸国定公園指定により本格化した

積丹観光。神威岬や島武意海岸など奇岩奇石と積丹ブルーの海が織

り成す雄大な自然景観、新鮮な海の幸などを求め、積丹町には毎年

▲北海道が整備した海岸環境施設 (美国町小泊）

◆ 美しい観光地を「当たり前」に保つためのお金は？◆ 美しい観光地を「当たり前」に保つためのお金は？

　令和７年度美化清掃 ・ 施設等維持費　約１，９５２万円

　令和７年度の観光地としての環境維持対策に

要した経費は、約 1,952 万円です。最も大きい

のは、観光地の快適性を保つための美化清掃費

約 1,374 万円で、全体の約７割を占めています。

　また、観光施設の水道・電気などの修繕費の

ほか、海岸漂着物の収集・運搬・処分の費用が

かかっています。町の代表的な自主財源の町税

収入 (町民税や固定資産税等）約１億 6,600 万

円と比較しても、その負担は小さくありません。

１００万人を超える旅行者 (観光客 )が訪れています。そして、観光

業は、飲食や宿泊、交通、買い物など幅広い経済分野につながる町を

支える重要な基幹産業を担っています。

　一方で、観光客の皆さんを気持ち良く迎え、美しい自然環境を町の

◆１００万人が訪れる観光の◆１００万人が訪れる観光の町町
まちまち

‐‐その環境を支える経費は？その環境を支える経費は？

年度 観光客入込数 美化清掃・施設等維持費

令和５年度 1,037,861 人 17,108 千円

令和６年度 1,096,857 人 18,725 千円

令和７年度 1,032,730 人 19,519 千円

令和５年度→　令和７年度

約 ２４１万円 増
美化清掃・施設等維持費は
17,108千円から19,519千円へ。
２年間で約 14.1％増加。

美化清掃・施設等維持費は
17,108千円から19,519千円へ。

令和６年度→　令和７年度

観光客 約６. ４万人減
　維持費は約 79 万円増加。観光地を
清潔で安全な状態に保つ費用は、利用
者数の減少に比例して減りません。

観光資源として生かし続けていくためには、海浜地の清掃やキャンプ

場のトイレ・水道などの施設維持管理や、海岸漂着物の収集・運搬・

処分など、さまざまな「※観光環境対策」の経費が必要です。

道補助金 ２，４１１

地方債 (過疎対策債 ) １２，９００

施設使用料等 (※ ) １，７９２

一般財源 ２，４１６

合計 １９，５１９

（単位：千円）観光環境対策費の財源

１９，５１９

※観光環境対策：旅や観光を支える自然・文化・社会の仕組み。自然の美しさや

地域の暮らしを守りながら、観光客も快適で持続可能な観光を続ける取り組み。

（※）観光センター使用料、土地・建物貸付料等
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　トイレが使えること、周辺が清掃されていること、

海岸に大量のごみが残っていないことなど観光地で

は「当たり前」に見える快適な環境も、清掃や点検

など施設管理を継続することで保たれています。

　また、日本海から流れ着く海岸漂着物への対策も

必要で、積丹町の大切な海洋環境そのものを守る取

り組みでもあります。

大切なのは

「誰が悪いか」 ではなく

「どう支えるか」

観光客が多いから町
まち

の負担が増える。

だから観光客が悪い。

という話では決してありません。

　多くの観光客に積丹町を訪れていただくことは、

地域経済やまちの活力を支える観光業を生んでいま

す。これからも「また行きたい」と感じたリピーター

が訪れる観光地であり続けるため、「その環境をど

■ 特集　町の「お財布」事情をみんなで考える２０２６

観光地であり続けるための
「負担のあり方 ・ ３つの課題」

１

町民だけで負担し続けるのか？　　　

1,600 人の町民が 100 万人の観光客を快適に迎

えるため、限られた町の財源の中で、観光環

境対策費をどう捻出するかが課題です。

２

国 ・ 北海道の補助制度やふるさと納税などを
さらに活用できるのか？　　　

札幌や新千歳空港からの地の利を生かし、選

ばれる観光の町
まち

の財源対策の検討が必要です。

３

観光客にも一定の負担をお願いするのか？　　

法的制約もありますが、神威岬駐車場などの

有料化や、観光トイレ・炊事場などの水道料

金やごみ処理料金の負担のあり方なども急が

れる検討課題の一つです。

　積丹町誕生 70 年、国定公園指定から 63 年。

積丹観光の歩みを改めて振り返り、「観光客を

歓迎すること」、「美しい積丹の自然を生かし守

ること」、「町の財政を維持すること」の３つを

両立するため、町の負担、利用者の負担、国や

北海道の支援等の活用と制約などをどう克服し

ていくか。

　大切な観光資源や積丹観光を次の世代へつな

ぐため、町民が誇りとする「観光地のあり方」

と「負担のあり方」を町ぐるみで考えていきま

しょう。

観
光
客
入
込
数
（
人
）

「観光でにぎわう「観光でにぎわう町町
まちまち

」と「持続可能な観光ができる」と「持続可能な観光ができる町町
まちまち

」の両立へ」の両立へ

▲美国漁港海岸緑地広場（美国町小泊）

う維持していくか」「その費用負担を誰が担うか」。観光地を利用する人の負担の水準と徴収に要する経費のあり

方や観光事業者への影響などを含めて、幅広い視点からの検討が必要な時代を迎えています。

美
化
清
掃
・
施
設
維
持
費
（
万
円
）

◆ 「きれいな観光の◆ 「きれいな観光の町町
まちまち

 積丹」を支えるのは行政だけの仕事？ 積丹」を支えるのは行政だけの仕事？

▲収集された海岸漂着ごみ
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持
続
可
能
な
消
防
体
制
の

維
持
を
目
指
し
て

　

人
口
減
少
社
会
の
持
続
可

能
な
地
方
自
治
体
の
消
防
体

制
を
維
持
し
、
そ
の
対
応
力

を
確
保
す
る
た
め
、
北
後
志

消
防
組
合
で
は
、
令
和
８
年

２
月
か
ら
小
樽
市
と
北
後
志

５
町
村
の
消
防
指
令
業
務
の

広
域
共
同
運
用
（
後
志
共
同

指
令
セ
ン
タ
ー
・
小
樽
市
）

が
開
始
さ
れ
、
消
防
・
救
急

活
動
は
町
村
の
枠
を
超
え
た

広
域
的
な
連
携
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
や
救
急
事
案
の
発
生

時
に
、
最
も
迅
速
に
現
場
に

到
着
で
き
る
消
防
職
員
に
よ

る
消
防
隊
・
救
急
隊
の
広
域

的
な
出
動
体
制
を
整
備
し
、

相
互
応
援
に
よ
る
消
防
力
の

強
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。
一
方

で
、
複
数
の
職
員
に
よ
る
出
動
が

基
本
と
な
り
、
１
名
で
勤
務
し
て

き
た
積
丹
支
署
野
塚
分
遣
所
の
勤

務
体
制
の
維
持
が
困
難
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
野
塚
分
遣
所
は
、
昭
和

45
年
か
ら
56
年
間
に
わ
た
り
積
丹

消
防
団
第
５
分
団
の
活
動
拠
点
と

し
て
、
町
民
の
安
心
・
安
全
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
が
、
老
朽
化
著
し
い
分
遣
所

庁
舎
（
第
５
分
団
詰
所
）
の
建
物

や
配
備
し
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
車

も
購
入
か
ら
40
年
が
経
過
し
、
そ

れ
ら
の
対
策
が
特
に
急
が
れ
る
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

消
防
組
合
で
は
、
消
防
体
制
の

今
日
的
な
情
勢
変
化
と
課
題
の
克

服
に
向
け
て
、
町
内
消
防
分
団
の

統
合
（
入
舸
⇩
日
司
、
神
岬
⇩
余

別
）
な
ど
を
進
め
て
き
た
経
緯
も

踏
ま
え
て
、
昨
年
５
月
以
降
、
積

丹
消
防
団
や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
慎
重
に
検
討
を

進
め
た
結
果
、
消
防
力
を
積
丹
支
署

へ
集
約
す
る
こ
と
が
、
よ
り
効
率
的

で
持
続
可
能
な
本
町
の
消
防
・
救
急

体
制
の
確
保
に
つ
な
が
る
と
の
結
論

に
達
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
１
月
に
は
、
町
に
対
し

て
同
分
遣
所
を
廃
止
し
、
そ
の
役
割

を
第
５
分
団
へ
移
行
を
目
指
す
方
針

案
に
つ
い
て
の
協
議
の
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

町
内
９
地
区
で
町
民
説
明
会

組
合
議
会
で
廃
止
条
例
案
可
決

　

町
で
は
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を

担
う
消
防
行
政
の
役
割
の
重
要
性
を

　
「
積
丹
支
署
野
塚
分
遣
所

「
積
丹
支
署
野
塚
分
遣
所
」」
か
ら
か
ら
「「
消
防
第
５
分
団
」

消
防
第
５
分
団
」
へへ

 

急
が
れ
る
消
防

「
分
団
詰
所
」
と

「
資
機
材
」
の
充
実
整
備
！

急
が
れ
る
消
防

「
分
団
詰
所
」
と

「
資
機
材
」
の
充
実
整
備
！

踏
ま
え
て
、
５
月
に
町
議
会
と
消
防

組
合
の
意
見
交
換
会
、
そ
の
後
、
町

内
９
地
区
で
町
民
説
明
会
を
開
催

し
、
消
防
組
合
か
ら
同
分
団
へ
役
割

を
移
行
す
る
経
緯
と
今
後
の
消
防
体

制
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
に
招
集
さ
れ
た
北
後
志

消
防
組
合
議
会
（
余
市
町)

で
は
、

関
係
条
例
案
が
可
決
さ
れ
、
令
和
８

年
８
月
31
日
を
も
っ
て
同
分
遣
所
が

廃
止
と
な
り
、
９
月
１
日
か
ら
積
丹

消
防
団
第
５
分
団
（
「
野
塚
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
消
防
セ
ン
タ
ー
」
）
と
な

り
ま
し
た
。

▲５月 25 日開催・町民説明会（神岬地区）

北後志消防組合積丹支署 野塚分遣所（昭和 45 年 10 月建設）

　
「
地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
拠
点
」
と
し
て
56
年
。
北
後
志
消
防
組
合
積
丹

支
署
野
塚
分
遣
所
は
、令
和
８
年
８
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
し
、そ
の
役
割
が「
第

５
分
団
」
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▲５月 22 開催・町民説明会（野塚丸山地区）

９月１日
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「
積
丹
支
署
で
は
、
今
後
も
常
備
消
防

と
消
防
団
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い

な
が
ら
、
相
互
に
連
携
し
、
町
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
消
防
・
救
急

体
制
及
び
地
域
防
災
力
の
一
層
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
分
遣
所
廃
止

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」

新
た
な
３
つ
の
課
題
と
町
の

財
政
負
担

安
心
・
安
全
な
日
々
の
町
民
生

活
を
支
え
る
野
塚
第
５
分
団
の
体

制
強
化
の
た
め
に
は
、

①
第
５
分
団
積
載
車
等
消
防
資
機

材
の
充
実
整
備

②
野
塚
分
団
詰
所
の
整
備

③
現
野
塚
分
遣
所
建
物
の
解
体

な
ど
、
町
の
新
た
な
財
政
負
担
を

伴
う
大
き
な
課
題
の
克
服
が
必
要

で
す
。

　

特
に
、
老
朽
化
し
た
現
分
遣
所

の
建
物
は
、
分
団
詰
所
と
し
て
継

続
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
と
見
込

ま
れ
る
た
め
、
町
の
財
政
負
担
と

既
存
公
共
施
設
の
有
効
活
用
等
の

観
点
か
ら
、
野
塚
克
雪
管
理
セ
ン

タ
ー
を
一
部
改
修
し
、
同
分
団
詰

所
に
変
更
す
る
対
策
の
具
体
化
に

向
け
て
、
消
防
組
合
・
野
塚
町
内

会
と
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
５
分
団
が
運
用
す
る

消
防
車
両
や
資
機
材
の
老
朽
化
も

著
し
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
更
新
対

策
の
検
討
を
急
い
で
い
ま
す
。

年号年号 年年 月月 日日 野塚分遣所（積丹消防団野塚第５分団）の沿革野塚分遣所（積丹消防団野塚第５分団）の沿革

明治明治 ２７２７ ７７ １１
・公設消防組を設置し、入舸、日司、野塚村に分け、各地名から「い組」・「ひ組」・「の組」を組織して各・公設消防組を設置し、入舸、日司、野塚村に分け、各地名から「い組」・「ひ組」・「の組」を組織して各

組に腕用ポンプ１台を配備。組に腕用ポンプ１台を配備。

大正大正 ２２ １１ ２８２８
・明治４３年北海道庁令第１０６号の制定により所轄警察署長の認可を得て、野塚村に同村火災予防組合・明治４３年北海道庁令第１０６号の制定により所轄警察署長の認可を得て、野塚村に同村火災予防組合

を設立。を設立。

昭和昭和

３１３１ ９９ ３０３０
・美国町、入舸村、余別村の３町村合併により積丹町を設置し、美国町船澗に消防団本部を置き積丹町消・美国町、入舸村、余別村の３町村合併により積丹町を設置し、美国町船澗に消防団本部を置き積丹町消

防団を設置。防団を設置。

３９３９ ８８ １３１３・小型動力ポンプを購入、野塚町第５分団に配置。・小型動力ポンプを購入、野塚町第５分団に配置。

４１４１ １１ １１・北海道知事より竿頭綬を授与。・北海道知事より竿頭綬を授与。

４５４５ ９９ １１
・野塚町に第５分団庁舎、木造モルタル造１部２階建を新築し、消防団本部配置中のポンプ自動車（日産 ・野塚町に第５分団庁舎、木造モルタル造１部２階建を新築し、消防団本部配置中のポンプ自動車（日産 

キャリア）を第５分団に移動配置。キャリア）を第５分団に移動配置。

４６４６
５５ ２７２７・北海道消防協会長より竿頭綬を授与。・北海道消防協会長より竿頭綬を授与。

１１１１ １８１８・北海道知事より表彰旗を授与。・北海道知事より表彰旗を授与。

４９４９ ４４ １１・北後志消防組合の設立に伴い、積丹町消防団を同組合積丹消防団に改称し、８分団制、定員１５０名に。・北後志消防組合の設立に伴い、積丹町消防団を同組合積丹消防団に改称し、８分団制、定員１５０名に。

５０５０ ９９ ３０３０・野塚町第５分団庁舎前に４０ｍ・野塚町第５分団庁舎前に４０ｍ３３の防火水槽を新設。の防火水槽を新設。

５５５５ ３３ ５５・消防庁長官より竿頭綬を授与・消防庁長官より竿頭綬を授与。

６１６１ ８８ ２２２２・野塚町第５分団ポンプ自動車（日野 レンジャー）を更新配置。野塚分遣所シャッター改修。・野塚町第５分団ポンプ自動車（日野 レンジャー）を更新配置。野塚分遣所シャッター改修。

平成平成
９９ １１１１ １２１２・野塚町内に４０ｍ・野塚町内に４０ｍ３３の防火水槽を新設。の防火水槽を新設。

２１２１ １０１０ １０１０・消防庁長官より表彰旗を授与。・消防庁長官より表彰旗を授与。

令和令和 ５５ ５５ ３１３１・北海道消防協会より表彰旗を授与。・北海道消防協会より表彰旗を授与。

「
９
月
１
日
か
ら
長
年
に
わ
た
り
防

災
活
動
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
野
塚
分
遣
所
が
廃

止
さ
れ
、単
独
消
防
分
団
(
野
塚
町
・

第
５
分
団
)
と
し
て
新
た
な
体
制
へ

移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

分
団
へ
の
移
行
は
、
組
織
や
活
動

拠
点
の
形
は
変
わ
り
ま
す
が
、
地
域

住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守

る
と
い
う
消
防
団
の
使
命
に
変
わ
り

―　

野
塚
分
遣
所
の
廃
止
に
あ
た
っ
て　

―

富士谷哲朗
積丹消防団長

播磨　誠
積丹支署長

Ⅰ .消防組合支署の体制（令和８年４月現在）

積丹支署 赤井川支署 古平支署 仁木支署

定員数 １９人 １３人 １６人 １６人

職員数 １８人 １３人 １６人 １６人

人　口 1,594 人 1,425 人 2,470 人 3,046 人

Ⅱ .積丹消防団の体制（令和８年４月現在）

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

こ
れ
を
新
た
な
出
発
点
と
捉

え
、
団
員
一
人
一
人
が
よ
り

一
層
連
帯
を
深
め
、
地
域
に

根
ざ
し
た
消
防
・
防
災
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ま

か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
で

あ
り
続
け
る
た
め
、
団
員
一

同
、
決
意
を
新
た
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ

ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。」

分団 団

本

部

第１ 第２ 第３・４ 第５ 第６ 第７・８

行政区 美国 幌武意 入舸・日司 野塚 来岸 余別・神岬

団員数 ４人 ２４人 ８人 １４人 １０人 ８人 １６人
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か
ら
美
国
川
で
魚
を
観
察
し
、
生
息

す
る
生
物
を
知
る
こ
と
で
美
国
川
が

美
し
い
清
流
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
知

識
を
身
に
つ
け
、
郷
土
の
自
然
の
豊

か
さ
を
感
じ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
①
川
の
生
物
の
名
前
を
学
ぶ

　
　
　
②
美
国
川
で
魚
を
観
察
す
る

■バドミントン

　男子シングルス　　　　 住出　潤
じゅんた

汰さん（美国町）

■水泳

　男子平泳ぎ 100 ｍ　　　 筒塩　理
り く

巧さん（余別町）

■サッカー

　ＦＣ余市　　　　　　 飯田　愛
ま な と

杜さん（余別町）

■陸上競技

　男子４× 100m リレー　　木田昊
こうのすけ

之介さん（美国町）

　女子走り幅跳び　　　　 池田　苺
め い

生さん（美国町）

スポーツで輝く積丹っ子

　
「
北
海
道
中
学
体
育
大
会(

中
体
連
）」
の
後
志
大

会
を
勝
ち
上
が
り
、
全
道
大
会
に
出
場
し
た
６
名
の

積
丹
っ
子
。

　

先
輩
の
雄
姿
や
中
体
連
の
経
験
を
生
か
し
て
、
次
に

控
え
る
新
人
戦
や
そ
の
他
大
会
に
向
け
て
練
習
に
励

む
選
手
た
ち
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

北海道中学体育大会 ・ 全道大会出場

　　　　　　　　海洋センターでつくる　　　　　　　　海洋センターでつくる

積丹っ子夏休みの思い出積丹っ子夏休みの思い出

体
験
教
室

体
験
教
室

「「
Ｂ
＆
Ｇ

Ｂ
＆
Ｇ
自
然
体
験

自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
」」

８８
月
６
日
、
㈱
Ｓし

ゃ
Ｈ
Ａ
Ｋ

こ

О

Ｔた

ん
Ａ
Ｎ
海う

み
も
り森

学
校
の
小お

や

ま山

彩さ

ゆ

り

由
里
代
表
と(

一
財)

お
た
る
自
然
の
村
公
社
の
二ふ

た
す
ぎ杉

寿ひ

さ

し志

氏
が
講
師
を
務
め
、
町
内
の
自
然
環

境
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
行
う

「
Ｂ
＆
Ｇ
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
開
催
。

今
年
度
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
用
し
て
川
の
流
れ
を
体
感
し
た

ほ
か
、
川
の
生
物
の
名
前
を
学
ん
で

プ
ー
ル
活
動

プ
ー
ル
活
動

Ｂ
＆
Ｇ
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

Ｂ
＆
Ｇ
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

月
29
・
30
日
の
２
日
間
、

北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学

校
教
員
の
今い

ま

い井
由ゆ

み

こ

美
子
氏

７７
を
講
師
に
招
き
、
１
・
２
年
生
と
３

年
生
以
上
に
分
か
れ
て
、
泳
力
に
合

わ
せ
た
グ
ル
ー
プ
で
水
泳
指
導
を
受

け
、
１
・
２
年
生
は
呼
吸
や
キ
ッ
ク

練
習
を
＝
写
真
左
＝
、
３
年
生
以
上

は
ク
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
実
践
的
な
練

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

泳
げ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

泳
げ
る
よ
う
に
な
り
、
泳
げ
る
子
ど

Ｂ
＆
Ｇ
全
道
海
洋
セ
ン
タ
ー

Ｂ
＆
Ｇ
全
道
海
洋
セ
ン
タ
ー

水
泳
大
会

水
泳
大
会和

８
年
度
Ｂ
＆
Ｇ
北
海
道

和
８
年
度
Ｂ
＆
Ｇ
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
交

ブ
ロ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
交

流
交
歓
会
「
水
泳
の
部
」

流
交
歓
会
「
水
泳
の
部
」

令令
が
８
月
９
日
、
斜
里
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

が
８
月
９
日
、
斜
里
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
全
道
９
市
町

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
全
道
９
市
町

の
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
7474
名
が
出
場

名
が
出
場

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

も
た
ち
は
、
泳
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
に
泳
力
を
向
上
す
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
楽
し
く
プ
ー
ル
活
動

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①①

②②

ー　優秀な成績を収めた選手の皆さんをご紹介します　ー

８月８日開催「第 45 回全日本ｼﾞｭﾆｱﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ選手権大会ｼﾞｭﾆｱ新人の部

南北北海道予選会兼ｼﾞｭﾆｱ研修会」(稚内市 )でﾍﾞｽﾄ８の成績を収めました。

■バドミントン

　男子シングルス　　　　 住出　潤
じゅんた

汰さん（美国町）

■水泳

　男子平泳ぎ 100 ｍ　　　 筒塩　理
り く

巧さん（余別町）

■サッカー

　ＦＣ余市　　　　　　 飯田　愛
ま な と

杜さん（余別町）

■陸上競技

　男子４× 100m リレー　　木田昊
こうのすけ

之介さん（美国町）

　女子走り幅跳び　　　　 池田　苺
め い

生さん（美国町）

スポーツで輝く積丹っ子スポーツで輝く積丹っ子

　
「
北
海
道
中
学
体
育
大
会(

中
体
連
）」
の
後
志
大

会
を
勝
ち
上
が
り
、
全
道
大
会
に
出
場
し
た
６
名
の

積
丹
っ
子
。

　

先
輩
の
雄
姿
や
中
体
連
の
経
験
を
生
か
し
て
、
次
に

控
え
る
新
人
戦
や
そ
の
他
大
会
に
向
け
て
練
習
に
励

む
選
手
た
ち
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

む
選
手
た
ち
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

北海道中学体育大会 ・ 全道大会出場北海道中学体育大会 ・ 全道大会出場
ー　優秀な成績を収めた選手の皆さんをご紹介します　ー

さん（美国町）

■水泳

８月８日開催「第 45 回全日本ｼﾞｭﾆｱﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ選手権大会ｼﾞｭﾆｱ新人の部

南北北海道予選会兼ｼﾞｭﾆｱ研修会」(稚内市 )でﾍﾞｽﾄ８の成績を収めました。

- 写真 -

　

積
丹
町
か
ら
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ

　

積
丹
町
か
ら
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ

ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
９９
名名

が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い

が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い

合
っ
た
ほ
か
、
全
道
の
各
海
洋
セ
ン

合
っ
た
ほ
か
、
全
道
の
各
海
洋
セ
ン

タ
ー
や
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
と
の
交

タ
ー
や
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

流
を
深
め
ま
し
た
。
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招
集
さ
れ
る
北
後
志
消
防
組
合
議
会

第
２
回
定
例
会
に
同
方
針
案
に
係
る

「
北
後
志
消
防
組
合
消
防
本
部
及
び

消
防
署
等
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
の
提
出

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
日
、
改
正
条
例
原
案
可
決

　

今
後
の
町
の
対
応
と
し
ま
し
て

は
、
安
心
安
全
な
日
々
の
町
民
生
活

を
支
え
、
そ
の
任
を
担
う
消
防
団
の

重
要
性
を
踏
ま
え
て
、
野
塚
第
５
分

団
へ
の
移
行
に
伴
う
①
野
塚
分
団
積

載
車
等
消
防
資
機
材
の
充
実
整
備
②

野
塚
分
団
詰
所
の
整
備
③
現
野
塚
分

遣
所
建
物
の
解
体
な
ど
主
要
な
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
同
組
合
と
連
携

し
て
国
・
道
へ
の
財
政
支
援
要
請
活

動
等
の
機
動
的
な
対
応
に
努
め
ま

す
。

議
案
第
１
号

　
積
丹
町
立
へ
き
地
保
育
所
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

別
表
第
１
階
層
区
分
の
字
句
の
整

理
を
行
う
も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

　
積
丹
町
教
育
・
保
育
給
付
に
係
る

利
用
者
負
担
額
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
の
現
行
制
度
に
お
い
て
は
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
を
除
く
０
～
２
歳

児
の
保
育
の
必
要
な
全
て
の
こ
ど
も

の
保
育
料
（
利
用
者
負
担
額
）
の
無

償
化
が
未
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

現
下
の
社
会
経
済
情
勢
下
に
お
け

る
本
町
の
保
護
者
の
経
済
的
な
負
担

の
軽
減
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

こ
れ
ま
で
の
議
会
協
議
並
び
に
積
丹

町
子
ど
も
・
子
育
て
審
議
会
の
審

議
・
答
申
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
国

の
０
～
２
歳
児
の
保
護
者
負
担
の
無

償
化
制
度
が
実
現
す
る
ま
で
の
当
分

の
間
、「
町
は
現
行
の
町
関
係
条
例

で
保
護
者
が
負
担
す
る
と
さ
れ
て
い

る
給
食
費
を
除
く
保
育
料
（
利
用
者

負
担
額
）
を
徴
収
し
な
い
こ
と
と
す

る
。」
本
町
独
自
施
策
実
施
の
根
拠

と
な
る
町
特
例
条
例
を
制
定
す
る
も

の
。

　

な
お
、
本
条
例
案
は
、
令
和
８
年

８
月
１
日
か
ら
施
行
し
、
今
年
度
下

期
（
９
月
）
保
護
者
負
担
分
か
ら
適
用
。

（
原
案
可
決
）

　
北
後
志
消
防
組
合
野
塚
分
遣
所

　
廃
止
方
針
案
へ
の
対
応

１
月
29
日
北
後
志
消
防
組
合
か
ら

協
議
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
本
件

は
、
こ
の
間
の
議
会
協
議
並
び
に
住

民
説
明
会
等
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

昭
和
49
年
４
月
１
日
同
組
合
設
立
時

に
野
塚
分
遣
所
が
設
置
さ
れ
た
歴
史

的
経
緯
を
重
く
受
け
止
め
な
が
ら

も
、
同
方
針
案
に
対
す
る
住
民
理
解

は
得
ら
れ
た
も
の
と
判
断
を
し
、
同

方
針
案
に
同
意
す
る
旨
、
同
組
合
へ

回
答
し
ま
し
た
。

　

組
合
に
お
い
て
は
、
７
月
27
日
に

　

行

政

報

告 　令和８年第４回町議会臨時会が７月24日に招集

され、議案６件が審議され、同日閉会しました。

　そのあらましについてお知らせします。

議会ニュース

令和８年 第４回町議会臨時会

議
案
第
３
号

　
積
丹
町
立
へ
き
地
保
育
所
保
育
料

の
額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

へ
き
地
保
育
所
の
２
歳
児
の
保
育

料
に
つ
い
て
、
国
の
０
～
２
歳
児
の

保
護
者
負
担
の
無
償
化
制
度
が
実
現

す
る
ま
で
の
当
分
の
間
、
「
町
は
現

行
の
町
関
係
条
例
で
保
護
者
が
負
担

す
る
と
さ
れ
て
い
る
間
食
費
を
除
く

保
育
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
と
す

る
。
」
本
町
独
自
施
策
実
施
の
根
拠

と
な
る
町
特
例
条
例
を
制
定
す
る
も

の
。

　

な
お
、
本
条
例
案
は
、
令
和
８
年

８
月
１
日
か
ら
施
行
し
、
今
年
度
下

期
（
９
月
）
保
護
者
負
担
分
か
ら
適
用
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
４
号

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
、
神
威

岬
自
然
公
園
遊
歩
道
改
修
事
業
に
係

る
同
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
５
号

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

議
案
第
４
号
と
同
根
拠
条
例
に
よ

り
、
入
舸
地
区
集
落
排
水
施
設
更
新

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
６
号

　
令
和
８
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳

入

歳

出

予

算

の

総

額

に

６
０
５
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
38
億
８
，

１
６
５
万
円
に
す
る
も
の
。

歳
入
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

１
４
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
振
興
基
金

繰
入
金
２
２
０
万
円
、
前
年
度
繰
越

金
１
４
５
万
円
、
い
き
い
き
ふ
る
さ

と
推
進
事
業
助
成
金
１
０
０
万
円
。

歳
出
は
、
基
金
積
立
費
（
ふ
る

さ
と
振
興
基
金
元
金
）
１
４
０
万

円
、
企
画
費
（
町
制
施
行
70
周
年

記
念
事
業
関
連
費
）
２
４
５
万
円
、

同
（
官
民
連
携
推
進
事
業
補
助
金
）

２
２
０
万
円
。

（
原
案
可
決
）

審
議
さ
れ
た
案
件
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町職員の給与等のあらまし町職員の給与等のあらまし

　積丹町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例により、令和７年度の職員の給与等の状況

をお知らせします。

　なお、一部の項目については、令和８年４月１日現在の状況です。

１．職員の任免及び職員数に関する状況
①採用と退職等の状況（令和７年４月１日～令和８年３月 31 日） ②職員数の状況（各年度４月１日）

区 分 採 用

離　　　職

退　職

免　職 離職計
定 年 死 亡

自己都合

そ の 他

一般行政職 ― ― ― ３人 ― ３人

技能労務職 ― ― ― ― ― ―

医　療　職 ― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ３人 ― ３人

区　分 ７年度 ８年度 対前年比増減数

一般会計 55 人 54 人 △１人

特別会計 ５人 ５人 　０人

公営企業会計 ２人 ２人 　０人

計 62 人 61 人 △１人

注１）町職員の定数は条例で上限が定められており、
　　　その総数は、96 人となっています。

２．職員の人事評価の状況

　積丹町職員の人事評価実施規程（平成 28 年訓令第４号）により平成 28 年４月１日より実施

３．人件費等の状況

①人件費の状況（全会計決算見込） ②一般行政職平均給料等

区分 住民基本台帳人口 歳出額 Ａ 人件費 Ｂ(人件費率B/A)

７年度 1,593 人（R8.3.31） 4,381,368 千円 710,513 千円 (16.2%)

６年度 1,673 人（R7.3.31） 4,045,644 千円 660,465 千円 (16.3%)

区　分 令和７年 令和８年

平均給料月額 334,024 円 348,524 円

平 均 年 齢 43 歳８月 44 歳９月

注１）人件費は、職員に支給される給与や諸手当のほかに、使用者が負担する共済費

　　　などの費用の合計。（特別職・議員・委員等の報酬等も含まれます。）

注２）人口は各年度の３月 31 日に住民基本台帳に記載されているもの。

注）各年４月 1 日現在。

③職員給与費の状況（全会計決算見込）～各年度中の採用者、退職者を含む～

区分
職員数

Ａ

給与費 一人当たりの給与費

（Ｂ ／ Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

７年度 62 人 250,036 千円 43,780 千円 109,486 千円 403,302 千円 6,505 千円

６年度 64 人 248,109 千円 37,365 千円 102,182 千円 387,656 千円 6,057 千円

④初任給及び経験年数別平均給料月額（各年度４月１日現在）

区分 初任給
経験年数

10 年以上 15 年未満 15 年以上 20 年未満 20 年以上 25 年未満

８年度 一般行政職
大学卒 232,000 円 299,767 円 338,700 円 367,800 円

高校卒 200,300 円 274,100 円 307,000 円 対象者なし

７年度 一般行政職
大学卒 220,000 円 290,850 円 321,700 円 351,000 円

高校卒 188,000 円 250,625 円 292,400 円 352,800 円

⑤職員手当の状況（令和８年４月１日現在）

手当名 内容

扶養手当

（月額）

①子　13,000 円
② 15 歳に達する日以後の４月１日から 22 歳に達する日以後の最初の３月 31 日までにある子
　１人 5,000 円加算　③父母等　6,500 円

住宅手当

（月額）
①家賃の月額が 16,000 円を超える借家等の場合 家賃の月額に応じて 28,000 円を限度に支給

通勤手当

（月額）

①交通機関利用者　運賃の額 55,000 円までは全額支給

②自動車等使用者　通勤距離に応じて 2,000 円から 38,700 円の範囲で支給

特殊勤務手当 ボイラー等手当（10 月～４月まで月額支給）　4,000 円

時間外勤務手当 正規の勤務時間を超えて勤務することを命じられた職員に支給

広報しゃこたん令和８年９月号
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町職員の給与等のあらまし町職員の給与等のあらまし
手当名 内容

寒冷地手当
11 月から３月まで月額支給

①世帯主（扶養親族あり）26,000 円　②世帯主（扶養親族なし）14,500 円　③世帯主以外 9,800 円

期末・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当 計 備　　考

６月期 1.2625 月分 1.0625 月分 2.325 月分
※職階の区分に応じて加算措置：有

12 月期 1.2625 月分 1.0625 月分 2.325 月分

合計 2.525 月分 2.125 月分 4.65 月分 国の基準 4.65 月分　加算措置：有

退職手当

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度

自己都合 19.6695 月分 28.0395 月分 39.7575 月分 47.709 月分

定年 24.586875 月分 33.27075 月分 47.709 月分 47.709 月分

⑥特別職の給料等（令和８年４月１日現在）

区分 給料月額 期末手当 備考

町長 650,000 円 ６月期 2.325 月分

加算措置：有副町長 560,000 円 12 月期 2.325 月分

教育長 530,000 円 合計 4.65 月分

⑦議会議員の報酬等（令和８年４月１日現在）

区分 報酬月額 期末手当

議長 260,000 円 ６月期 2.075 月分

副議長 200,000 円 12 月期 2.075 月分

常任委員長 180,000 円 合計 4.15 月分

議員 170,000 円 加算措置：有

４．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（令和８年１月１日現在）

①勤務時間（標準的なもの）

１週間の

勤務時間
開始時間 終了時間 休憩時間

38時間 45分
午前

８時 30分

午後

５時 15分

正午～午後

１時 00 分

②年次有給休暇の取得状況
　　　　（令和７年１月～ 12 月）

全対象職員数Ａ 総取得日数Ｂ
一人当たりの

取得日数 B/A

62 人 670 日 10.8 日

③病気休暇の取得状況
　　　　　（令和７年１月～ 12 月）

取得職員数Ａ 取得日数Ｂ
一人当たりの

取得日数 B/A

12 人 115 日 10.0 日

注１）後志広域連合派遣職員を除く。

注２）令和６年度退職者を除く。

５．職員の休業に関する状況 ６．分限及び懲戒処分の状況

区分 人数

育児休業 １

部分休業 １

育児短時間勤務 ー

①分限処分 ②懲戒処分

区分 休職 降任 免職

人数 ー ー ー

区分 戒告 減給 停職 免職

人数 ー ー ー ー

７．職員服務の状況 ８．職員の退職管理の状況

　服務の根本基準として、全ての職員は「全体の奉仕者」として

公共の利益のために勤務し、職務遂行に当たっては全力をあげて

専念しなければなりません。

　町では「服務規程」に基づき、職員一人一人が法令の遵守など

服務規律の保持に努めています。

　地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第 38 条の

６第１項の規定に基づき、平成 28 年４月１日から退職

管理の適正を確保するため、「再就職者による現職職員

への働きかけ規制」等が導入されました。このため、

法の規定に基づき適正な退職管理に努めています。

９．職員の福利厚生及び利益の保護の状況

　①職員健康診査受診者数　55 名
　②職員の福利厚生のための各種団体の設置状況
　●北海道市町村職員共済組合

　●北海道市町村職員福祉協会

事業の種類 事　業　内　容

短期給付事業
組合員とその家族の病気・けが・出産・死亡などの事故

に対して、給付する事業

長期給付事業 組合員が退職した時の年金給付などの事業

福祉事業
組合員とその家族の福祉と健康の増進を図るための事業

（住宅建設資金等貸付、疾病予防対策など

　③職員の利益の保護の状況
　　職員は公平委員会に対して、給与・勤務時間・

　その他の勤務条件に関する措置の要求や不利益な

　処分についての不服申立を行うことが出来ます。

　　公平委員会では要求を審査したり、不服申立に

　対する裁決を行うなどの必要な措置を執ります。

　令和７年度は、措置の要求及び不服申立はありま

　せんでした。

事業の種類 事　業　内　容 公費負担

医療給付事業 退職会員等が自己負担として支払った医療費の給付、入院見舞金、死亡弔慰金の支給等
令和７年度実績

184 千円
貸付事業 一般資金、育成資金の貸付等

福利厚生事業 入院一時金、出産祝金、宿泊施設利用助成等

10．研修の状況 11．その他
研　修　内　容 受講者数

　　　職場内一般研修 27 人

　　　職場外一般研修（中級研修）　　　 ２人

　　　職場外専門研修（実務研修） １人

　　　職場外専門研修（その他） ６人

　議会、選挙管理委員会、監査委員、教育委員会、農業委員会

に係る人事行政の運営状況は、上記の数値等に含まれています。
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まちまち の 日記帳日記帳
キッズパトロール隊を結成！

　キッズパトロール隊を結成し、７月14日にみなと保育

所園児５名、翌15日にびくに保育所園児９名が越後屋美

国駐在所長から任命書と隊員手帳を受け取りました。

　キッズパトロール隊員となった子どもたちは、地域の交

通安全と防犯の啓発のため近隣の高齢者や高齢者施設、付

近を通るドライバーへ特殊詐欺の防止や交通安全啓発を元

気いっぱいに頑張りました。

　みんなが安心して元気に暮らせるようにキッズパトロー

ル隊は、秋にも２回目の啓発活動を予定しています。

びくに・みなと保育所「交通安全と防犯啓発」

　令和６年の開催から３回目を数え、多くの町民や帰省す

る家族が心待ちにする「２０２６美国盆おどり」(美国盆

踊りの会主催）が憩いの広場で催され、今年も大勢の人で

にぎわいました。

　やぐらから聞こえる太鼓の音とソーラン節で踊る盆踊り

のほか、美国町内の飲食事業者の出店や、縁日ゲーム、餅

まき＆お菓子まきなど子どもから大人まで楽しみました。

代表の池田和聡さん(㈱池田設備 代表取締役)は、毎年

恒例の集合写真を撮影したのち「来年もまた会いましょ

う！」と閉会を宣言し、盆おどりを締めくくりました。

心おどる音色とあふれる活気
「２０２６美国盆おどり」

  8
     13

　札幌競馬の開催期間中、競馬場内で(一社)積丹観光協会

と町が観光ＰＲを行ってきました。

　８月15日の12レースのうち最終レースが「積丹特別」と

名付けられたことにちなみ、同日の物産展ブース出展依頼

を受けて実現しました。

　このほか、観光協会では、６月にウイングベイ小樽（小

樽市）、７月には小樽港クルーズ船・飛鳥ⅢへのＰＲなど

町のＰＲに努めました。

町の特産品を各地でＰＲ！
（一社)積丹観光協会「ＪＲＡ積丹物産展」   

  ８
     15

  7
     15

  7
     14
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各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
専
門
（
陸
）
）

◆
応
募
資
格:

20
～
26
歳
未
満

◆
受
付
期
間:

９
月
１
日
～
９
月
25
日

幹
部
候
補
曹

※
同
一
試
験
で
幹
部
候
補
生
と
重
複
受
験
可

◆
応
募
資
格:

20
～
33
歳
未
満

◆
受
付
期
間:

９
月
１
日
～
９
月
25
日

防
衛
大
学
校
（
一
般
）

◆
応
募
資
格:

18
～
21
歳
未
満

◆
受
付
期
間:

～
10
月
15
日

一
般
曹
候
補
生
、
２
等
陸
・
海
・
空
士

◆
応
募
資
格:

18
～
33
歳
未
満

◆
受
付
期
間:

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】
自
衛
隊
札
幌
地
方

協
力
本
部
小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－
5
5
2
1

　
介
護
の
魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

映
画
「
ケ
ア
ニ
ン
」
上
映
や
講
話
、

ミ
ニ
実
演
を
通
し
て
介
護
の
役
割
や

魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

　

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

９
月
16
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場

　
総
務
課

℡
０
１
３
５
ー
21

－

２
１
１
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

次
の
と
お
り
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
７
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
所　

俱
知
安
保
健
所
余
市
支
所

【
問
合
わ
せ
先
】
俱
知
安
保
健
所

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

℡
０
１
３
６
ー
23
ー
１
９
５
７

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
９
月
30
日

㈬
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

年
金
の
予
約
相
談
実
施
中

　

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
に
つ

い
て
の
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証

書
な
ど
を
ご
準
備
の
う
え
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】
日
本
年
金
機
構

℡
０
５
７
０
ー
05
ー
４
８
９
０

　

消
防
指
令
業
務
共
同
化
に
伴
い
、

消
防
車
両(

救
急
車
は
除
く
）
出
動

情
報
や
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

確
認
方
法
は
、
電
話
か
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か
で
す
。
「
今
の

消
防
車
の
出
動
は
何
か
な
？
」
な
ど

と
不
安
に
思
っ
た
ら
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
で
の
問
合
わ
せ（
自
動
音
声
）

☎
０
５
０
―
５
５
３
０
―
５
３
３
３

　

発
信
後
、
ダ
イ
ヤ
ル
「
３
」
を
押
す
と

北
後
志
消
防
組
合
の
情
報
が
流
れ
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
問
合
わ
せ

後
志
共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
公
式
Ｘ

〈
表
示
名
〉

後
志
共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
【
公
式
】

〈
ユ
ー
ザ
ー
名
〉

shiribeshi_119

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

消
防
ニ
ュ
ー
ス

火災 救急 救助 その他

Ｒ８．７月 ０ １４ ４ ９

Ｒ８年累計

（１～７月）
４ ６３ ５ ２５

Ｒ７年 ３ １２３ ５ ３２

Ｒ６年 ０ １２４ １３ ２９

■積丹支署各種出動状況

（単位：件）

■積丹支署各種出動状況

※その他には火災・救急・救助以外の消防車が出動した件数

が含まれます。

≪出動件数は、他町村への応援出動も含みます≫

夏
を
安
全
に
！
水
難
救
助
訓
練

水
難
救
助
訓
練

　

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
下
で
の
水
難
事

故
に
対
応
す
る
た
め
、
小
泊
海
岸
で

水
難
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

海
上
で
は
、
要
救
助
者
の
捜
索
方

法
や
専
用
の
救
助
器
具
を
使
用
し
、

海
中
か
ら
要
救
助
者
の
引
き
揚
げ
手

順
を
確
認
し
た
後
、
立
て
続
け
に
遊

泳
中
の
男
性
１
名
の
溺
水
を
想
定
し

た
検
索
救
助
訓
練
を
実
施
。

　

全
国
で
水
難
事
故
が
多
発
し
て
お

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
水
辺
で
の
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
に
は
十
分
に
注
意
し
、

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

出
動
情
報
が
分
か
り
ま
す
！

出
動
情
報
が
分
か
り
ま
す
！

令和８年７月 31 日時点  

■積丹支署各種出動状況■積丹支署各種出動状況■積丹支署各種出動状況電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

■積丹支署各種出動状況■積丹支署各種出動状況

　
観
光
地
づ
く
り
加
速
化
補
助
金

　

の
ご
案
内

　

道
で
は
、
各
地
の
特
性
や
実
情
に

◆
日
時　

９
月
５
日
㈯
午
前
９
時

◆
場
所　

積
丹
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

【
問
合
わ
せ
先
】
札
幌
西
円
山
病
院

℡
０
１
１

－

6
4
2

－

4
1
2
1

応
じ
た
魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り

の
推
進
を
図
る
た
め
宿
泊
事
業
者

等
が
行
う
設
備
導
入
に
係
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者　

宿
泊
事
業
者（
旅
館
・

ホ
テ
ル
・
簡
易
宿
所
）、観
光
協
会
・

Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
観
光
関
連
事
業
者

◆
受
付
期
間

～
10
月
30
日
㈮

◆
補
助
対
象
経
費

　

省
力
化
に
よ
る
利
便
性
向
上
、

旅
行
者
の
安
心
・
安
全
、
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
充
実
化
、
そ
の
他
受

入
環
境
整
備（
多
言
語
対
応
、オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
な
ど
）
に

合
致
す
る
設
備
導
入
・
備
品
購
入

等
の
費
用

◆
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

○
補
助
上
限
額　

２
０
０
万
円

（
１
宿
泊
施
設
又
は
１
整
備
計
画
当
た
り
）

　
詳
し
く
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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■
発
行
・
編
集
／
積
丹
町
企
画
課
　
■
印
刷
／
岩
橋
印
刷
㈱
 

　
　
〒
046-0292　

北
海
道
積
丹
郡
積
丹
町
大
字
美
国
町
字
船
澗
48番

地
5

　
　

 0
1
3
5
－

4
4
－

2
1
1
4
／

Ｆ
Ａ

Ｘ
 
0
1
3
5
－

4
4
－

2
1
2
5

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

https://www.town.shakotan.ｌ
ｇ

.jp
E-mail 　

kikaku@town.shakotan.lg.jp

－９月の俳句－
（美国踏青俳句会）

文芸だより

さ
や
け
し
や
キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
と
鳴
り
し
博
多
帯　
　

藤
原　

わ
子

灯と
う
み
ょ
う

明
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
の
迎む

か

へ
盆　
　
　
　
　
　
　

戸
来　

和
子

肌
撫
で
る
風
に
も
秋
の
気
配
か
な　
　
　
　
　

  

河
岸　

悟
郎

秋
め
く
や
髪
染
め
か
へ
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ　
　
　
　

菊
谷　

知
子

電
柱
の
上
狙
ふ
烏

か
ら
す

や
西す

い

か瓜
畑　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
﨑
美
枝
子

ハ
ナ
の
吾わ

れ

畑は
た

打
つ
や
草
刈
も　
　

  　
　
　
　
　
　

福
井　

新
一

９
月
号

№
777

ふるさと納税の状況ふるさと納税の状況 ご協力ありがとうございました　

≪令和８年７月31日現在≫ 1,221 件　24,625,100 円

全国の皆さま　

９月のこよみ 16 ㈬
●リフレッシュ学級・町民文化教室
　「スマホ＆情報アプリ教室」

27 ㈰ ●巡回ワンコイン健診（積丹町総合文化センター）

28 ㈪ ●巡回ワンコイン健診（余別地区コミュニティセンター）

29 ㈫ ●巡回ワンコイン健診（野塚会場）

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

６日（日）勝 田 内 科 皮 フ 科 ク リ ニ ッ ク 余市町大川町 22-3843

13日（日）中 島 内 科 余市町黒川町 22-3866

20日（日）勤 医 協 余 市 診 療 所 余市町黒川町 22-2861

21日（月）小 島 内 科 余市町黒川町 22-2245

22日（火）林 病 院 余市町山田町 22-5188

23日（水）池 田 内 科 ク リ ニ ッ ク 余市町黒川町 23-8811

27日（日）黒 川 町 整 形 外 科 ク リ ニ ッ ク 余市町黒川町 22-2447

９月の余市管内休日当番病院等

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

診療時間：午前９時～午後５時

交通安全はみんなの願い

（ゼロ）

０死亡交通事故 の日

2,6122,612日達成

（令和８年８月１日現在）

０ 世帯数／　945世帯（ー３）

人　口／1,589人  （ー７）

男　／　741人  （ー６）

女 ／　848人  （ー１）

●転入／４人(±０）●転出／６人(－６）

●出生／０人(－１）●死亡／５人(＋４)

令和８年７月31日現在､(　)内は前月比

【
河
岸
悟
郎
・
鑑
賞
】

　

盆
も
過
ぎ
、
秋
の

気
配
を
感
ず
る
頃
と

な
り
、
時
の
早
さ
を

感
じ
一
日
を
大
事
に

過
ご
さ
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

慶

弔

録

お
く
や
み
（
死
亡
）

澤
　
　
信
一
　
86
歳
　

余
別
町

吉
田
　
昭
子
　
98
歳
　

余
別
町

木
田
　
良
治
　
79
歳
　

美
国
町

片
野
　
博
史
　
77
歳
　

美
国
町

伏
見
　
重
義
　
71
歳
　

余
別
町

６㈰ ●みなと保育所運動会

９㈬ ●小学校芸術鑑賞会 兼 町民文化講演会

12 ㈯ ●びくに保育所運動会

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

代表　安　田　亜　子　様（美国町） ２０，０００円

　　 匿　名　希　望　 （美国町） ２０，０００円

女神輿　桜組
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